
質問書回答 

2018年 12月 21日 

「マダガスカル国稲作生産・流通にかかる情報収集・確認調査（一般競争入札（総合評価落札方式））」 

 （公示日：2018年 12月 12 日／公示番号： 180491 ）について、質問の回答は以下のとおりです。 

 

通

番 

当該頁項目 質問 回答 

1 入札説明書 P13、1行目 PAPRiz で開発された技術パッケージ及びその他

の諸成果とは何か？入手方法をご示唆賜りた

い。なお、中央高地コメ生産性向上プロジェク

ト（PAPRiz）終了時評価調査報告書および終了

時評価調査（延長期間）報告書には添付されて

いない。 

以下の URL を参照してください。 

 

https://www.jica.go.jp/project/madagascar/07

00698/materials/index.html 

 

http://www.mpae.gov.mg/wp-content/uploads/pd

f/OUTIL%20PF%20version%20MLG_PAPRIZ2.pdf 

 

https://web.facebook.com/jica.paprizmada/ 

2 同 P14、2）収穫後処理、加工技術の改

善による自給率の向上及びコメの品質

向上 

 

P14 上から 1、2 行目「マダガスカルではコメの

全生産量の内 10～15％程度が収穫後に失われ

ている（ポストハーベストロス）とされており、

これは年間のコメ輸入量に相当する。」の情報源

は何か？さらに、どの時点（収穫時、脱穀時、

精米時他）で、またどうやって調べ、何に対し

て 10～15％程度の減なのか？ 

以下のレポートを情報源としています。調査方法

は、収穫、輸送、脱穀、乾燥、粉砕、貯蔵のそれ

ぞれで測定したもので、具体的数値は以下 URL よ

りご確認ください。 

https://www.jica.go.jp/project/madagascar/07

00698/materials/ku57pq00001ynw1c-att/post_ha

rvest_2013.pdf 

 

加えて、以下、マダガスカル農業畜産省資料も情

報源としています。 

「農業・畜産・水産セクター計画（PSAEP, 2015）」 

「2018 年度コメ生産報告書」 

https://www.jica.go.jp/project/madagascar/0700698/materials/index.html
https://www.jica.go.jp/project/madagascar/0700698/materials/index.html
http://www.mpae.gov.mg/wp-content/uploads/pdf/OUTIL%20PF%20version%20MLG_PAPRIZ2.pdf
http://www.mpae.gov.mg/wp-content/uploads/pdf/OUTIL%20PF%20version%20MLG_PAPRIZ2.pdf
https://web.facebook.com/jica.paprizmada/
https://www.jica.go.jp/project/madagascar/0700698/materials/ku57pq00001ynw1c-att/post_harvest_2013.pdf
https://www.jica.go.jp/project/madagascar/0700698/materials/ku57pq00001ynw1c-att/post_harvest_2013.pdf
https://www.jica.go.jp/project/madagascar/0700698/materials/ku57pq00001ynw1c-att/post_harvest_2013.pdf


通

番 

当該頁項目 質問 回答 

3 同 P14、4）生産加工・流通基盤に係る

ニーズと必要性の把握 

ここでいう生産加工とは精米のことか？それと

も製粉他コメ製品加工のことか？どういう意味

で「生産加工」という言葉を使っているのか定

義が不明なのでご説明願いたい。 

精米のことを指しています。 

4 同上 ここでいう流通基盤とは政策等ソフトも含まれ

るのか？それとも道路インフラ、コメ加工工場、

港湾整備等ハードに限定されるのか？ 

ハードに限定したものとなります。 

5 入札説明書 P14、（2）JICA 調査団の現

地調査への参加 

JICA の調査実施に際し、「必要に応じて面談・視

察アレンジの支援」とあるが、アレンジのみか、

それとも同行を含むか？ 

アレンジと同行となります。 

6 入札説明書 P18 5.業務工程（2）（3） （2）2019 年 7 月下旬に生産ポテンシャル・普及

体制に関する調査結果概要を提出 （3）2019

年 12 月までに現地調査中間報告書を提出、とあ

るが「生産ポテンシャル・普及体制」以外の調

査項目（収穫後処理・流通・輸出等）は 7 月の

調査結果概要報告に必要はなく、12 月の中間報

告書に記載することとするのか。 

ご理解のとおりです。 

7 同 P23、第 3 技術提案書作成要領、1.

技術提案書の構成 

1 コンサルタント等の法人としての経験、能

力、（2）当該業務実施上のバックアップ体制（本

邦/現地）のページ数目安が 1～2 ページとされ

ているが、これに別添様式 2-4「コンプライアン

ス体制」も含まれるか？それとも同様式を除く 1

～2ページか？ 

別添様式 2-4「コンプライアンス体制」は含まれま

せん。 

8 同 P34、第 4 経費精算にかかる留意

点、2.入札金額内訳の作成について、

（1）経費の項目構成 

1.直接経費（2）現地関連費に地図局等で発生す

る地図代は含めることができるか？ 

含めることは可能です。 

9 同上 1.直接経費（5）再委託費の支出は想定していな 再委託は想定していませんが、調査補助員として



通

番 

当該頁項目 質問 回答 

いとあるが、現地調査にローカルコンサルタン

トは雇用できないのか？現地の農業畜産省から

C/P が提供されるのか？ 

の現地傭人の活用は可能です。その経費は、１．

直接経費（２）現地関連費に含めてください。 

10 入札説明書 P35、（3）定額で計上する

経費 

2）車両関連費用とあるが、現地の移動手段は陸

路だけが想定されているのか？国内航空賃はこ

れに含まれないのか？遠方移動には空路が効率

的と思料されることから、別途見積もりの可否

につき伺う。 

国内航空賃にかかる経費は１．直接経費（２）現

地関連費に含めてください。 

 

以上 


